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授 業 実 践

みうら・まなぶ　教職歴 20 年。同校に赴任して１年目。地理歴史・公民科（地理）。
２学年担任。情報化推進リーダー。様々な書籍や外部研修、他校視察を通じて研鑽を
積み、現在の指導スタイルに至る。

学校概要
◎仙台市高等女学校として開校し、県の女子教育の中核を担う。2008 年度、男女共
学・単位制に移行し、現校名に改称。少人数授業・習熟度別授業を実施し、生徒の希
望進路実現を支援している。宮城県教育委員会が推進する ICT 活用事業を導入し、20
年度からはタブレット端末を利活用した教科指導を推進している。
◎設立　 1897（明治 30）年
◎形態　全日制／普通科・理数科／共学　
◎生徒数　１学年約 280 人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、宮城教育大、
山形大、筑波大、お茶の水女子大、東京農工大、宮城大などに 129 人が合格。私立大は、
東北医科薬科大、東北学院大、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 532 人が合格。

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

［
対
象
・
教
科
・
科
目
］
２
年
生
／
地
理
歴
史
／
地
理
Ａ

［
分
野
・
単
元
］
１
年
間
の
学
習
の
振
り
返
り
　
　［
設
定
時
数
］
全
２
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
問
題
解
決
能
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
生
徒
は
、
前
時
に
作
成
し
た
問
い
を
、
問
い
づ
く
り
の
視
点
を
踏
ま
え
て
見
直
す
ペ
ア
活
動
を
行
っ

た
。
そ
し
て
、
見
直
し
た
問
い
の
う
ち
、
特
に
考
え
た
い
問
い
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（
以
下
、

Ｏ
Ｑ
）
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｃ
Ｑ
）
に
、
Ｃ
Ｑ
は
Ｏ
Ｑ
に
ペ
ア
で
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
。

問いづくりの視点を提示

問いの転換に取り組む

三浦先生は、「地球温暖化につながる行動は何か」「あな
たの日常生活でちょっと工夫をすれば地球温暖化防止に
つながる行動は何か」と２つの問いを例示。生徒に文の
構成や表現の違いに目を向けさせ、「回答者のことを考え
た整理と表現を意識して、問いをつくろう」と説明した。

優先順位の高い３つの問いを、ＯＱはＣＱに、ＣＱはＯＱに
転換する課題に取り組んだ。三浦先生は「思考回路を切り
替え、見方を変えよう」と呼びかけた。「教え合うことの意
味と重要性は何か」というＯＱを、「教え合う授業は面白いか」
というＣＱにするなど、ペアで話し合いながら取り組んだ。

9:40

10:00

本時の概要

本時のキー課題

地
理

自
分
の
疑
問
を
基
に
し
た「
問
い
づ
く
り
」と
探
究
で
、

知
識
の
習
得
と
問
題
解
決
能
力
の
育
成
を
図
る

宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

　三
浦
　学

発問・課題設定をキーに見る
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前
任
校
で
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、
書
籍
や
外

部
研
修
、
他
校
視
察
を
通
じ
て
知
見
を
広

げ
、
授
業
改
善
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
目
指
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
が
社
会

と
つ
な
が
る
授
業
で
す
。
新
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
生
徒
は
持
続

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
、
そ
の
担
い
手

で
す
。
学
校
教
育
の
目
的
は
、
社
会
で
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
生

徒
に
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
教
科
学
習

で
も
、
教
科
の
知
識
・
技
能
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
社
会
で
役
立
つ
資
質
・
能
力
が

身
に
つ
く
学
び
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
担
当
す
る
地
理
の
授
業
で
は
、

地
理
の
知
識
に
加
え
て
、
対
話
や
表
現
の

方
法
の
習
得
、
思
考
力
や
問
題
解
決
能

力
、
協
働
性
な
ど
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
で
扱
う
題
材
に
は
、

生
徒
が
自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
や
、
自

分
と
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
ら
れ
る

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
生
徒
が
社
会
人
に
な
っ
た
時
、「
こ

の
授
業
で
学
べ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

く
れ
れ
ば
本
望
で
す
。

23

56

●
私
が
目
指
す
授
業

生
徒
の
す
べ
て
の
学
び
が

社
会
へ
と
つ
な
が
る
授
業
に

前時に作成した問いを見直す問いを分類し、優先順位をつける

問いの転換のためのヒントを出す１年間の振り返りをまとめる

生徒は、前時に作成した問いを見直す活動にペアで取り組
んだ。「相手が解答を具体的に考えられるよう、問いの意
図が明確に伝わる文にしよう」と三浦先生。タブレット端末
から、三浦先生や生徒同士で参照可能なシートに問いを入
力し、ペアの相手に意見をもらい、問いの文を練り直した。

自身のタブレット端末で生徒のシートへの入力状況を確認
しつつ、生徒の表情などを観察する三浦先生。入力が滞っ
ていた生徒のタブレット端末の画面をのぞき込み、「『砂漠
が』という文で始めたら？」とヒントを出した。生徒はし
ばらく考えた後、何かを思いついたように入力し始めた。

「ヨーロッパの気候に大きく影響している風と海流名は？」
「地図記号は新しく作られているか」などの問いを作成し
た生徒たち。それらの問いを自由に解答できるＯＱと、「は
い・いいえ」など、解答が限定されるＣＱに分類し、ペア
で相談をしながら考えてみたい問いの優先順位をつけた。

１年間の授業で学んだことをタブレット端末からシートに
入力した。地理の知識だけでなく、ペアワークや問いづく
りから学んだことを入力する生徒が多かった。「新年度に
向けて一言」の項目では、「『受験』というワードは禁止」
とし、生徒に大学入試以外の学びを意識させた。
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授
業
の
軸
と
し
て
い
る
の
は
、
教
科
書

を
読
ん
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
生
徒
自

身
が
問
い
の
形
に
し
、
そ
の
問
い
の
答
え

を
自
分
で
調
べ
、
分
か
っ
た
こ
と
を
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
に
向
け
て
発
表
・
共
有
す
る
活

動
で
す
。
主
体
的
な
学
び
は
、
疑
問
を
持

つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
疑

問
の
解
明
の
た
め
に
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ

で
対
話
的
な
学
び
を
実
践
し
ま
す
。
そ
れ

は
、
現
実
の
様
々
な
問
題
解
決
の
過
程
と

同
じ
で
す
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
深

い
学
び
に
到
達
し
、
社
会
で
役
立
つ
力
が

磨
か
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
い
づ
く
り
は
、
Ｑ
Ｆ
Ｔ
（
図
１
）
の

手
順
で
行
い
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
活
動

は
、
本
時
の
キ
ー
課
題
に
挙
げ
た
「
問
い

の
転
換
」
で
す
。
作
成
し
た
問
い
を
、
解

答
が
限
定
さ
れ
る
Ｃ
Ｑ
と
、
自
由
に
解
答

で
き
る
Ｏ
Ｑ
に
分
類
し
、
Ｃ
Ｑ
は
Ｏ
Ｑ
に
、

Ｏ
Ｑ
は
Ｃ
Ｑ
に
転
換
し
ま
す
。

　
問
い
を
転
換
す
る
た
め
に
は
、
メ
タ
認

知
能
力
や
多
面
的
な
思
考
力
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
教
科
学
習
の
観
点
で
は
、
Ｏ

Ｑ
を
Ｃ
Ｑ
に
転
換
す
る
た
め
に
は
地
理
の

知
識
が
、
Ｃ
Ｑ
を
Ｏ
Ｑ
に
す
る
た
め
に
は

知
識
を
広
い
視
点
で
捉
え
る
こ
と
が
求
め

　
本
時
は
、
授
業
で
の
１
年
間
の
学
び
を

生
徒
自
身
が
メ
タ
認
知
し
、
３
年
次
の
学

び
に
生
か
せ
る
よ
う
、
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
（
図
１
）

で
段
階
的
に
思
考
を
促
し
、
内
省
を
言
語

化
す
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
（
図
３
）

を
使
い
ま
し
た
。
生
徒
の
内
省
の
過
程
を

把
握
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
授
業

改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
の
記
入
内
容
を
見
る
と
、「
新
し

ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
転
換
も
、
新
し
い

視
点
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、
地
理
の
見
方
・

考
え
方
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
生

徒
は
、「
北
ア
メ
リ
カ
西
岸
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
南
部
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
南
西
部
、

チ
リ
の
中
部
に
分
布
す
る
気
候
区
の
名
前

と
そ
の
理
由
を
答
え
な
さ
い
」
と
い
う
Ｃ

Ｑ
を
、「
緯
度
や
山
脈
の
影
響
を
受
け
て

地
中
海
性
気
候
が
形
成
さ
れ
る
と
あ
る

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
や
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
南
西
部
に
は
め
ぼ
し
い
山
脈
が

な
い
の
に
ど
う
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
」

と
い
う
Ｏ
Ｑ
に
転
換
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
時
で
は
、
１
年
間
の
授
業
を
通
じ
て
、

も
っ
と
知
り
た
い
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
基
に
作
成
し
た
問
い
を
転
換
す
る

と
い
う
課
題
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
生

徒
が
作
成
し
た
問
い
を
見
る
と
、
地
理
の

知
識
に
関
す
る
問
い
以
外
に
も
、
授
業
形

態
に
つ
い
て
の
問
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
定
期
考
査
は
、
授
業
を
踏
ま
え
、
地
図

や
デ
ー
タ
な
ど
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報

を
読
み
取
り
、
考
察
し
て
解
答
す
る
問
題

が
中
心
で
す
。
各
問
題
に
は
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
明
記
し
、
記
述
式
問
題
に

は
評
価
基
準
も
示
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

図１　問いづくりと振り返りの方法

図２　定期考査の出題例

定期考査では、資料から必要な情報を読み取り、考察して解答する
問題を中心に、約 50 問を出題する。各問題には、「知識・理解」「思
考力」「表現力」「創造力」「資料活用力」と、どのような資質・能力
が求められるかを明示。さらに、「表現力」を求める記述式問題には、
評価基準も示している（出題例は下記参照）。生徒は、「定期考査は、
暗記は通用せず、思考力が問われる問題ばかりです。資料を読み解
いて答える問題が多い大学入学共通テストへの対応にもつながって
いると思います」と語り、定期考査の出題の意図を理解していた。

◎定期考査の出題例
大問１問２（２）地図６のＡの地域に「今津町深清水」という地名が
ついた理由を、扇状地の特徴から想像し、解答しなさい。解答にあたっ
ては、扇状地の特色を説明すること。［知識・理解、思考力、表現力］

評価基準

０点 白紙解答。地名からの予想しか解答していない。

１点 教科書や資料集の扇央の説明程度の解答である。

２点
扇状地での人々の生活について「水」「河川」と関連させ、
自分の言葉で扇状地の３つの地域区分を解答している。

＊１　『たった一つを変えるだけ　クラスも教師も自立する「質問づくり」』（新評論）、及び「設計と実践のためのワークショップ」（主催：ハテナソン共創ラボ）
を参考にした三浦先生による説明。　＊２　「PBL 実践のためのテーマ別講座：問いづくり編」（主催：こども国連環境会議推進協会）を参考にした三浦先生によ
る説明。

QFT（The Question Formulation Technique ／＊１）
問いづくりの方法の１つで、①問いを出し合う、②問いを分類する、
③問いを転換する、④優先順位をつける、⑤問いを見直す／答えを探る、
というプロセスから成る。本時では、③と④を入れ替えた。

ORID（＊２）
事 実（Objective Question）、 感 情（Reflective Question）、 解 釈

（Interpretive Question）、決定（Decisional Question）のステップで
思考を促していく振り返りの方法。本時に行った１年間の振り返りで
は、①授業で印象に残ったことは何ですか、②その時、どのように感
じましたか、③そのことからどのようなことを学びましたか、④その
学びをどのように生かしますか、という質問項目で段階的に振り返り
が行えるようにして内省を促し、次の学習行動を具体的に考えられる
ようにした。

※三浦先生提供資料と取材を基に編集部で作成。

※三浦先生提供資料と取材を基に編集部で作成。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

自
身
で
立
て
た
問
い
の
転
換
が
、

生
徒
を
深
い
学
び
に
誘
う

●
成
果
と
展
望

生
徒
の
内
省
の
過
程
を
把
握
し
、

授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

48 高校版  2021 April

0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 48 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/02
引寺

再
念
校

04/06
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P46-49_view-next-koukou-4g.indd   48 2021/04/06   10:43



主体的・対話的で深い学び

図３　本時で活用したリフレクションシート　生徒の記入例

く
学
ぶ
内
容
で
も
、
既
習
事
項
を
思
い
浮

か
べ
、
関
連
づ
け
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
問
い
の
転
換
で
は
、
ど
の
言
葉
を

使
え
ば
よ
り
適
切
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
れ
は
、記
述
力
に
つ
な
が
る
と

思
う
」
な
ど
と
自
己
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　
授
業
で
作
成
し
た
問
い
や
定
期
考
査
の

解
答
、
振
り
返
り
の
内
容
か
ら
、
生
徒
が

知
識
を
構
造
化
し
て
捉
え
る
意
識
を
持

ち
、
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
を
身
に
つ

け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
あ
る

生
徒
は
、「
川
か
ら
堆
積
物
が
流
れ
て
こ

の
地
形
が
で
き
、
だ
か
ら
こ
の
作
物
が
栽

培
に
適
し
て
い
る
の
だ
と
、
学
習
内
容
を

関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
話
し
、
21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
「
地
理
Ｂ
」
に
取
り
組
ん
だ
生
徒

は
、「
知
識
が
十
分
で
な
く
て
も
、
地
図

や
デ
ー
タ
を
よ
く
読
み
、
考
え
た
ら
、
解

答
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
21
年
度
の
課
題
は
、
本
時
の
冒
頭
で
生

徒
に
伝
え
た
よ
う
に
、
文
の
構
成
や
表
現

を
さ
ら
に
意
識
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
問

い
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
生
徒
間
で
の
意
見
の
共
有
や
調

べ
学
習
な
ど
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
効

率
よ
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、

生
徒
が
社
会
と
つ
な
が
る
活
動
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「４．１年間のリフレク
ション」では、授業
で学んだことや授業
形態に関する内容の
ほかに、カードゲー
ム「2030SDGs」（ 一
般社団法人イマココラ
ボ）を行った際に考え
たことを挙げる生徒が
目立った。同ゲームを
授業で行ったのは、生
徒に地理と社会の接点
を考えさせるととも
に、自分が社会・世界
とかかわっていること
を意識してほしいとい
う意図からだ。同ゲー
ムを行って学んだこと
は、「経済と環境の両
立の難しさが分かっ
た」「発展途上国も先
進国も、バランスを考
えないと世界全体の発
展にならない」などと、
その学びを生かしたい
ことは、「いろいろな
視点で社会を見ていき
たい」などと書かれて
おり、三浦先生のねら
い通りに、生徒は社会
に目を向けていること
が分かった。なお、リ
フレクションシート
は、Googleのスプレッ
ドシートを利用し、ペ
アで１枚のシートに書
き込む。そのため、「４．
１年間のリフレクショ
ン」は２人分ある。

※三浦先生提供資料を基
に編集部で作成。

３つの問いを選び、OQ は
CQ に、CQ は OQに転換
（本時のキー課題）

もっと知りたいことや
疑問に思ったことを記入

転換した問いの答えを記入
（本時では後日提出）

２の記入内容を基に問いを
つくり、OQとCQ に分類

ORIDで１年間の授業を振り
返り、次の学びにつなげる

授 業 実 践
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